
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

①事例名 

スクール・サポート・スタッフの効果的な活用 
 

②学校名 

東近江市立永源寺中学校                連絡先 0748-27-0043 
 

③取組分野（複数選択可） 

■教員業務支援員（ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ）の効果的な活用事例 
 

④直面していた課題（取組前の様子） 

本校は、小規模校で生徒数が年々減少していく中、教員数も年々減ることで、一人当たりの校務分掌が多くなり、
時間外勤務が月80時間を超える教員が約３割いる状況だった。 
 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

 
・スクサポ業務一覧表を作成し、スクサポに依頼できる業務
を全職員で確認し、お願いできる業務はできるだけ依頼す
るようにした。 
・スクサポの勤務時間外にも次の日の業務を依頼できるよ
う、スクサポ依頼票コーナーを設置し、いつでも記入できる
ようにした。 
 
 
 取組のポイント 
・スクサポ業務の見える化 
・いつでも依頼できる仕組みづくり 
 

１ 業務を一覧にし、依頼しやすい工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ スクサポ依頼票コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

３ あったか手作りアイテム 

 

 

 

 

 

 

 

⑦取組の成果 

 
・時間外勤務が80時間を超える教員が１割以下に減少した。 
・スクサポに業務を依頼するには、早めに準備を整えておく
必要があるため、教員も見通しをもって業務を行うことが
できるようになった。 

・スクサポに業務を依頼することで、教員にゆとりが生まれ、
教職員間の会話が増えた。また、あたたかい雰囲気の手作
り掲示物等は、生徒にも教職員にも大好評である。 

 
 
 
成果のポイント 

・教員自身が業務の見通しをもつこと。 
・「お願いできる業務は、迷わずお願いする！」こと。 
・スクサポはもちろん、教職員間でも「お願いします。」「あり
がとう！」とコミュニケーションを大切にすること。 


